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当院は二次救急病院の役割があり、高齢化が著しい

地域で医療を確保していくため直面している最大の

問題は職員自体の高齢化です。 

併設看護学校や提携校もなく看護師の定期採用の道

筋が確立されていない中での看護師の確保は困難で

す。 

定年後の看護師の継続雇用に依存した現状では、今

後の医療提供体制の存続に直接影響を与えかねない

局面を迎えています。 

 

 

 

 

 

 

 

看護師年齢分布と退職者シュミレーションのグラフ

です。３０代以下が減少し５０代以上が増加、Aは定

年を迎える６０代以上が５年後１６％、１０年後３

５％を占め、B は一番活動量が大きい３０代以下は、

５年後以降大量に不足を示しています。昨年の資料

なのでさらに進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

そこで学習と成長の視点から、「在職中の看護職が

活き活きと地域で活躍出来る」ことが必要であり、

業務プロセスの視点は「定期的な看護師人材確保体

制の構築で医療提供体制が維持出来て」財務の視点

は、「存続可能な病院経営」となり、顧客の視点「住

民のいのち・暮らし・尊厳をまもり支える医療の提

供」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

そこで目的は、より地域性に特化して地域のニーズ

に合致する魅力的な看護師像を可視化し、働く看護

師のやりがいと今後の採用と教育に関する活動に繋

げていくための独自のシステムとして院内認定看護

師制度（里山ナース）を導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

古より里人の暮らしを粛々と守ってきた里山にちな

んで「里山ナース」と命名しました。 

 

 

 

 

 

 

 

里山ナースはいのち・暮らし・尊厳をまもり支える

看護を大切に病院の枠を超えて多職種との連携・調

整を推進し、地域住民が望む場所でその人らしく生

きることを家族も含めて支えていく看護師で、急性

期から救急～慢性期、終末期、看取り、在宅支援、

新人指導までに関わることを定義に入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には人材育成プロジェクトチームを立ち上げ、

実働的に計画推進する看護師、リハビリスタッフが

コラボしたワーキンググループを組織化し活動開始

しています。教育プログラムは日本看護協会クリニ

カルラダーの導入に絡め、院内認定看護師制度「里

山ナース」の教育ラダーの構築を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成プロジェクトチームの機構図はスライドを

ご参照ください。現在はワーキンググループでスタ

ッフにとって魅力的で、求められる看護師像の教育

プログラムを作成中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践イメージはこのスライドの通りですが、既存ナ

ースがクリニカルラダーに里山エッセンスを＋αし

看護力の向上を目指し、ステップを 3 段階としてレ

ベルアップしていくイメージです。 

 

 

 

 

 

 

 

キャラクターが決まり名前は「サッチ」それぞれ段

階に応じてアップしバッチをつけて可視化すること

を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 



認定証書には飛騨市長と院長の連名でいただけるこ

とに決定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

３段階に応じた目的とカリキュラム内容はスライド

の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

SUPER(1st.)のカリキュラム紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

スーパーであるファーストのカリキュラムのひとつ

として、救急蘇生を学ぶコースへのインストラクタ

ーや受講生としての参加協力 

 

 

 

 

 

 

 

また、エンド・オブ・ ライフ・ケア（終末期ケア）

を提供する系統的・包括的な教育プログラムで実践

にすぐ役立つ研修への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

あとは、多職種連携研修会飛騨市、高山市と行政区

を越えた、顔の見える関係つくり高原郷ケアネット

への参加をあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

HYPER(2nd.)のカリキュラム紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

ハイパーセカンドの目玉がケアマネージャーの資格

取得です。利用者の希望や心身の状態を考慮して、

在宅や施設での適切なサービスが受けられるよう関

係機関との連絡調整が必要と考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

ハイパーであるセカンドのカリキュラムは市民

への啓発活動などを企画・運営に向けて能動的

に活動できることを考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

たとえば、先日行った病院祭では市民を対象に「自

分らしく生きて逝く」として終活について伝え、入

棺体験を企画し最後にエンディングノートをお渡し

しましたが、このような市民に向けた啓発活動をハ

イパーのセカンドにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

また市民の方々にまじってまちづくりを推進する講

座で、自ら計画立案し参加者の前で発表するといっ

た健康まちづくりマイスター講座への参加もいれま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

今年 5 月～７月に行われ私自身も参加させていただ

き「その人らしく生きる」を支える看護を地域にと

いうタイトルでこのスライドで発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EXCELLENCE(3rd.)のカリキュラム紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

エクセレンスサードはより専門性を極め地域住民の

いのち・暮らし・尊厳をまもる看護の提供ができる

ことを目的とします。教育・管理・専門的知識技術

に視点を置いたプログラムにしたいと考えています

が、魅力的で実践的な教育プログラムの確立に向け

て熟慮中です。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動方針と課題は、申請したいと思える魅力

的な院内認定看護師制度として確立し、飛騨市全体

の看護師教育システムのモデル事業として、里山ナ

ースが地域で、遣り甲斐を持って活躍できる制度と

する里山ナースを認定し、今後の採用と教育に関す

る活動に繋げていくことを課題として活動していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

『自分らしく生きる』に そっと寄り添う 

『あんきな暮らし』を ずっと支える 

『あなたの想い』を  きっとかなえる 

 

 

 

 

 

 

 

院内認定看護師制度（里山ナース）まだまだ進化し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


